
新自由刑と無期受刑者処遇に関する綜合的研究

「日本型行刑における拘禁刑の社会化」
最終報告会

参加無料・事前申込不要

2025年６月から懲役刑と禁錮刑が「拘禁刑」に単一化され、処遇の目標に改善更生が加わ
りました。しかし、2024年末現在、この国の刑事施設には１６５０人の無期受刑者がいます。そ
して、その多くは釈放されることなく刑務所で生涯を終えることになります。実質的に、無期刑
は終身刑化しているのです。
本プロジェクトでは、この９年の間に拘禁刑導入を想定し、長期・無期受刑者の処遇のあるべ

き姿を考察しました。２４名の共同研究者は、日本の刑事政策学の最前線で活躍する研究者で
す。
日本の行刑政策の到達点を明らかにし、拘禁刑導入後の刑罰体制を展望する報告会になる

でしょう。みなさま、奮ってご参加ください。 研究代表 石塚伸一

2026年２/28（土）

10：00～18：00（開場9：45）

立正大学品川キャンパス9号館地下1階9B11教室

〔ユニット１〕

（テーマ）
受刑者・出所者調査

（代 表）
相澤育郎

（龍谷大学法学部教授）

〔ユニット2〕

（テーマ）
政策提言
（代 表）
丸山泰弘

（立正大学法学部教授）

〔ユニット3〕

（テーマ）
海外調査・発信
（代 表）
古川原明子

（龍谷大学法学部教授）

〔進行・コーディネート〕石塚伸一／南口芙美（一般社団法人刑事司法未来理事）
〔えんたく」進行（予定）〕山口裕貴（一般社団法人刑事司法未来理事）

10：00～ 開会あいさつ・趣旨説明

10：15～ 「受刑者・出所者調査ユニット」報告

11：10～ 「政策提言ユニット」報告

13：40～ 「海外調査・発信ユニット」報告

15：20～ ＝えんたく＝「長期・無期受刑者問題への対応（仮）」

17：50～ 閉会あいさつ

〔主催〕新自由刑と無期受刑者処遇に関する綜合的研究班

〔プログラム予定〕 ※時間は変更・前後することがあります。ご了承ください。

本プロジェクトは、基盤研究(B)「危険社会における終身拘禁者の社会復帰についての綜合的研究：無期受
刑者処遇の社会化」（2017-2020）（ライファー科研）の後継研究として「新自由刑と無期受刑者処遇に関
する綜合的研究：日本型行刑における拘禁刑の社会化」（新ライファー科研）をテーマとする共同研究です。
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